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平成１７年４月１日、石巻地域の１市６町は、

新たな石巻市として生まれ変わりました。東西

約３５キロメートル、南北４０キロメートル、

面積５５５．８平方キロメートルの市域の中、

北上川が新旧二つの河口から追波湾と石巻湾

に注ぐとともに、その流域には平野が広がり、

丘陵が点在しています。海岸は、長面浦・万石

浦の入り江を伴いながら、太平洋側・牡鹿半島

のリアス式海岸、石巻湾側の砂浜と変化を見せ、沖合の金華山、網地島、田代島といっ

た大小の島々では、タブノキなどの林に覆われています。 

また、北上高地から牡鹿半島へと続く北上山系の山々は、モミ・イヌブナ・ブナの自

然林が原生林の面影を留めています。 

 

 

   

 

 

 

 

     

     市の木              市の花 

     クロマツ             ツツジ 

（平成１７年１０月１７日制定） 

凡 例 

 海岸・島嶼地域 

 山地・丘陵地域 

 平野地域 

石巻市 東経 141°18’ 北緯 38°26’ 

人口：150,303人(H26.3.31/住民基本台帳) 

世帯数：59,517戸(同) 

面積：555.78k㎡  

(H25.10.1/全国都道府県市区町村別面積調) 
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気候は、４月から９月までは、海洋の影響などで朝晩の気温変化が少なく過ごしや 

すくなっていますが、梅雨期には、冷たく湿った北東の風「ヤマセ」により、曇りや 

雨の日が多く肌寒い日が続きます。１月から３月までは、北西からの季節風が強くな

ってきますが、降雪量は少なく、晴れ上がった乾燥した日が多くなっています。 

産業面を見ると、太平洋沿岸部では古くから漁業や水産加工業が盛んで、石巻工業

港ではパルプ・紙製品製造や木材・木製品製造及び鉄鋼業等の工場が立地しています。

また、内陸部では、稲作を中心として農業・畜産・園芸等が営まれています。 

東日本大震災の被害により、工業港、漁港とも大きな被害を受けましたが、工業港

では、５０社中４８社が事業を再開し、平成２５年９月には新たに１社が進出しまし

た。岸壁や埠頭等の港湾施設もほぼ全ての復旧工事が完成し、平成２５年取扱貨物量

も約３９５万トン（平成２２年比９８．２％）と順調に回復しています。石巻漁港の

水産加工団地では、水産加工関連企業２０７社のうち１１２社（H26.3.31現在）が再

開し、漁港への復旧事業も進められています。 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
石巻漁港は日本でも有数の漁港であり、東日本大震災の影響により取扱高

が減少しましたが、平成２５年の取扱数量約８万６千トンは、全国主要漁港

の第１０位となっています。             （株式会社時事通

信社調べ） 

 
年間平均気温      １１．６℃ 

年間最高気温    ３４．７℃ 

年間最低気温    －８．１℃ 

年間降水量   １１４５．０mm  

日最大降水量    ８４．０mm     （気象庁調べ） 
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私たちの生活は、大量にものを消費し、廃棄することで成り立ってきました。しか

し、このような私たちの生活様式は、地球温暖化、オゾン層の破壊、酸性雨などとい

った地球規模での環境問題に大きな影響を及ぼしています。 

石巻市環境基本計画は、市が行う環境施策の基本となるとともに、市民や事業者の

環境保全に向けた取組の具体的な指針となるもので、旧石巻市において平成１３年２

月に策定されました。その後、平成１７年４月１日の合併により新石巻市が誕生した

ことに伴い、新市としての石巻市環境基本計画を平成１９年４月に策定しました。 

計画の目指す環境像と四つの基本目標 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

市民の 

役割 

日常生活に伴う資源及びエネルギーの消費、廃棄物の排出等による環境への負荷の低

減に努めるとともに、市が実施する環境施策への協力をはじめ、地域における環境保全

活動への積極的な参加が求められます。 

  

事業者の 

役割 

従業員も含めた事業所全体で事業活動が環境に与える影響を認識し、環境への負荷の

低減や良好な環境の保全と創造などの取組に努めるとともに、市が実施する環境施策へ

の協力をはじめ、地域を構成する一員として、地域における環境保全活動への積極的な

参加が求められます。 

  

市の 

役割 

石巻市環境基本計画に掲げる施策を総合的・計画的に実施し、率先して環境への負荷

の少ない事業の実践に努めるとともに、広域的、地球的規模での取組を必要とするもの

については、国、県及び近隣の地方公共団体と協力することが必要です。また、環境に

関する情報の提供や啓発を行うとともに、市民・事業者が行う環境保全活動に対して支

援することが求められます。 

  

  
  
  
  
  
  
  
  

多様な自然との共生   

心豊かな生活   

未来へつなぐ美しいふるさと   

環境像   

  

  
  
  
  
  
  
  

広域的、地球的な視点に   

立った健全なまち   

  

  

  

基本目標 ①     
  
  
  
  
  
  

  
自然と共生するまち   

  

基本目標 ②   

  
  
  
  
  
  

資源が循環し、環境への   

負荷が少ないまち   

基本目標 ③   
  

  
  
  
  
  

地域が連携し、   

市民が行動するまち   

  

  

基本目標 ④   
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■石巻市環境基本計画の構成図

環境像

推進編

基
本
目
標

環
境
目
標

リ
ー
デ
ィ
ン
グ
・
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

地域連携編 行動編

計画の推進体制 計画の進行管理

計画の推進体制市民・事業者の環境保全のための行動指針

市 民 事業者

多様な自然との共生 心豊かな生活 未来へつなぐ美しいふるさと

施
策
の
分
野

（
仮
称
）
環
境
情
報
セ
ン
タ
ー
整
備
事
業

環
境
保
全
リ
ー
ダ
ー
育
成
講
座
実
施
事
業

環
境
教
育
モ
デ
ル
形
成
事
業

環
境
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
作
成
事
業

地
域
環
境
保
全
活
動
推
進
事
業

中
小
企
業
環
境
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
シ
ス
テ

ム
構
築
推
進
事
業

資源が循環し、
環境への負荷
が少ないまち

地
産
地
消

ご
み
を
減
ら
し
、
リ
サ
イ
ク
ル
を
進
め
ま
す
。

廃
棄
物

水
資
源

水
を
有
効
に
利
用
し
、
豊
か
な
水
循
環
を
形
成
し
ま
す
。

地
域
の
食
材
や
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
地
産
地
消
を
進
め
ま
す
。

ご
み
減
量
化
推
進
事
業

新
エ
ネ
ル
ギ
ー
導
入
推
進
事
業

環
境
教
育

地域が連携し、市民が行
動するまち

み
ん
な
で
学
び
、
地
域
か
ら
情
報
を
発
信
し
ま
す
。

環
境
保
全

活
動

環
境
に
や
さ
し
い
活
動
を
自
ら
行
う
と
と
も
に
、
み
ん
な

で
協
力
し
て
進
め
ま
す
。

山地・丘陵地
域 海岸・島嶼地域 平野地域

地域の連携による環境保全のあり方

広域的、地球的な視点に
立った健全なまち

大
気

す
が
す
が
し
い
青
空
と
さ
わ
や
か
な
風
を
創
出
し
、
安
全
で
澄
ん
だ

空
気
を
確
保
し
ま
す
。

魚
町
化
製
場
等
悪
臭
防
止
事
業

水
質

清
ら
か
な
流
れ
を
創
出
し
、
安
全
で
お
い
し
い
水
を
確
保
し
ま
す
。

騒
音
・
振
動

自
然
の
音
が
聞
こ
え
る
静
か
な
音
環
境
を
確
保
し
ま
す
。

そ
の
他
の

生
活
環
境

環
境
へ
の
負
荷
を
減
ら
し
、
健
康
で
安
心
し
て
暮
ら
せ
る

環
境
を
確
保
し
ま
す
。

地
球
温
暖
化

地
球
規
模
の
視
点
を
持
ち
、
地
域
か
ら
地
球
環
境
を
守
り
ま
す
。

自然と共生す
るまち

自
然
環
境

豊
か
な
自
然
と
共
生
で
き
る
社
会
を
形
成
し
ま
す
。

都
市
環
境

環
境
へ
の
負
荷
が
少
な
く
、
快
適
で
安
ら
げ
る
ま
ち
を
創
出
し
ま
す
。

歴
史
的
・

文
化
的
環
境

歴
史
と
文
化
が
薫
る
ま
ち
を
創
出
し
ま
す
。

自
然
環
境
確
認
調
査
事
業
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